
(57)【要約】

【課題】装置の大型化を抑えつつ、液滴の噴射不良の発

生を防止することができる液滴噴射装置を提供する。

【解決手段】液滴噴射装置において、移動可能に設けら

れ、複数のノズル７ａが形成されたノズル面７ｂを有し

複数のノズル７ａからそれぞれ液滴を噴射する液滴噴射

ヘッド７と、液滴噴射ヘッド７により噴射された液滴を

ノズル面７ｂに対向する対向位置から吸引する吸引部２

１と、吸引部２１を支持して液滴噴射ヘッド７と共に移

動可能に設けられ、支持した吸引部２１を対向位置とそ

の対向位置から離脱した非対向位置とに移動させる支持

移動部２２と、吸引部２１内を排気して吸引部２１に吸

引力を与える排気部とを備える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 複 数 の ノ ズ ル が 形 成 さ れ た ノ ズ ル 面 を 有 し 前 記 複 数 の ノ ズ ル か ら
そ れ ぞ れ 液 滴 を 噴 射 す る 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド と 、
　 前 記 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド に よ り 噴 射 さ れ た 前 記 液 滴 を 前 記 ノ ズ ル 面 に 対 向 す る 対 向 位 置 か ら
吸 引 す る 吸 引 部 と 、
　 前 記 吸 引 部 を 支 持 し て 前 記 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド と 共 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 支 持 し た 前 記 吸
引 部 を 前 記 対 向 位 置 と 前 記 対 向 位 置 か ら 離 脱 し た 非 対 向 位 置 と に 移 動 さ せ る 支 持 移 動 部 と
、
　 前 記 吸 引 部 内 を 排 気 し て 前 記 吸 引 部 に 吸 引 力 を 与 え る 排 気 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 滴 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吸 引 部 は 、 前 記 対 向 位 置 で 前 記 ノ ズ ル 面 に 対 向 す る 面 で あ っ て 、 複 数 の 貫 通 孔 が 形
成 さ れ た 対 向 面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 滴 噴 射 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 液 滴 噴 射 装 置 を 用 い て 、 塗 布 対 象 物 に 向 け て 液 滴 を 噴 射 す る こ と
を 特 徴 と す る 塗 布 体 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 滴 を 塗 布 対 象 物 に 噴 射 し て 塗 布 す る 液 滴 噴 射 装 置 及 び そ の 液 滴 噴 射 装 置 を
用 い た 塗 布 体 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 滴 噴 射 装 置 は 、 通 常 、 液 晶 表 示 装 置 、 有 機 Ｅ Ｌ （ Electro Luminescence） 表 示 装 置 、
電 子 放 出 表 示 装 置 、 プ ラ ズ マ 表 示 装 置 及 び 電 気 泳 動 表 示 装 置 等 の 様 々 な 表 示 装 置 を 製 造 す
る た め に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 滴 噴 射 装 置 は 、 塗 布 対 象 物 に 向 け て 複 数 の ノ ズ ル か ら 液 滴 （ 例 え ば 、 イ ン ク ） を そ れ
ぞ れ 噴 射 す る 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド （ 例 え ば 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ） を 備 え て い る 。 こ の 液 滴
噴 射 装 置 は 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド に よ り 塗 布 対 象 物 で あ る 基 板 に 液 滴 を 着 弾 さ せ 、 所 定 の パ タ
ー ン の ド ッ ト 列 を 形 成 し 、 例 え ば 、 カ ラ ー フ ィ ル タ や ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ カ ラ ー フ ィ ル
タ の 額 縁 ） 等 の 塗 布 体 を 製 造 す る 。 こ の と き 、 基 板 が 載 置 さ れ る 基 板 保 持 テ ー ブ ル と 液 滴
噴 射 ヘ ッ ド と は 相 対 的 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 液 滴 噴 射 装 置 で は 、 基 板 搬 送 中 や ア ラ イ メ ン ト 動 作 中 等 の 非 液 滴 噴 射 動 作 中
に 、 ノ ズ ル 先 端 部 の イ ン ク が 凝 固 し 、 ノ ズ ル の 目 詰 ま り が 発 生 し た り 、 あ る い は 、 塵 や 埃
等 の 異 物 が ノ ズ ル の 先 端 付 近 に 付 着 し た り す る 。 ま た 、 液 滴 噴 射 動 作 中 に も 、 飛 散 イ ン ク
等 が ノ ズ ル 面 に 付 着 し た り す る 。 こ の た め 、 液 滴 の 不 吐 出 や 飛 行 曲 が り 等 の 噴 射 不 良 が 発
生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 ノ ズ ル の 目 詰 ま り の 発 生 及 び ノ ズ ル の 先 端 付 近 へ の 異 物 の 付 着 を 防 止 す る た め
、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド に よ り 液 滴 を 空 噴 射 す る 空 噴 射 動 作 （ 捨 て 打 ち 動 作 ） を 行 う 液 滴 噴 射 装
置 が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 ノ ズ ル 面 の 異 物 を 除 去 す る た め 、 空 気 の 気 流 の 強 さ を 制 御 し
な が ら ノ ズ ル 面 に 空 気 を 吹 き 付 け る 液 滴 噴 射 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 空 噴 射 動 作 を 行 う 液 滴 噴 射 装 置 で は 、 通 常 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド が 噴 射 し た 液 滴 を 受
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け 取 っ て 吸 収 す る 吸 収 パ ッ ド が 基 板 保 持 テ ー ブ ル の 隣 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 基 板 保 持 テ
ー ブ ル の 上 方 に は 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド を 支 持 し て 案 内 す る ガ イ ド 板 が 架 橋 さ れ て い る 。 こ の
た め 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド は 、 メ ン テ ナ ン ス 動 作 時 、 ガ イ ド 板 に よ り 案 内 さ れ 、 吸 収 パ ッ ド に
対 向 す る 位 置 ま で 移 動 し 、 空 噴 射 動 作 を 行 う 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ７ ４ ８ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 の 空 噴 射 動 作 を 行 う 液 滴 噴 射 装 置 で は 、 基 板 保 持 テ ー ブ ル の 隣 に 吸
収 パ ッ ド を 設 け る た め に そ の 設 置 ス ペ ー ス を 確 保 す る 必 要 が あ る た め 、 液 滴 噴 射 装 置 が 大
型 化 し て し ま う 。 特 に 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド を 複 数 台 設 け た 場 合 に は 、 そ れ に 応 じ て 吸 収 パ ッ
ド も 同 数 だ け 並 べ て 設 け る 必 要 が あ り 、 液 滴 噴 射 装 置 が 大 型 化 し て し ま う 。 さ ら に 、 液 滴
噴 射 ヘ ッ ド を 吸 収 パ ッ ド に 対 向 す る 位 置 ま で 移 動 さ せ る た め に 、 ガ イ ド 板 を 吸 収 パ ッ ド に
対 向 す る 位 置 ま で 延 伸 さ せ る 必 要 が あ る た め 、 ガ イ ド 板 が 長 く な り 、 そ の 結 果 と し て 、 液
滴 噴 射 装 置 が 大 型 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 述 の ノ ズ ル 面 に 空 気 を 吹 き 付 け る 液 滴 噴 射 装 置 で は 、 空 噴 射 動 作 が 行 わ れ ず 、
ノ ズ ル 面 に 空 気 が 吹 き 付 け ら れ る た め 、 ノ ズ ル 先 端 部 の イ ン ク の 乾 燥 が 促 進 さ れ て し ま う
。 こ の た め 、 ノ ズ ル 先 端 部 の イ ン ク が 凝 固 し 、 ノ ズ ル の 目 詰 ま り が 発 生 し や す く な っ て し
ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 装 置 の 大 型 化 を 抑 え つ つ 、
液 滴 の 噴 射 不 良 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 液 滴 噴 射 装 置 及 び 塗 布 体 の 製 造 方 法 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 １ の 特 徴 は 、 液 滴 噴 射 装 置 に お い て 、 移 動 可 能 に 設 け ら れ
、 複 数 の ノ ズ ル が 形 成 さ れ た ノ ズ ル 面 を 有 し 複 数 の ノ ズ ル か ら そ れ ぞ れ 液 滴 を 噴 射 す る 液
滴 噴 射 ヘ ッ ド と 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド に よ り 噴 射 さ れ た 液 滴 を ノ ズ ル 面 に 対 向 す る 対 向 位 置 か
ら 吸 引 す る 吸 引 部 と 、 吸 引 部 を 支 持 し て 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド と 共 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 支 持
し た 吸 引 部 を 対 向 位 置 と 対 向 位 置 か ら 離 脱 し た 非 対 向 位 置 と に 移 動 さ せ る 支 持 移 動 部 と 、
吸 引 部 内 を 排 気 し て 吸 引 部 に 吸 引 力 を 与 え る 排 気 部 と を 備 え る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 ２ の 特 徴 は 、 塗 布 体 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 述 の 第 １ の 特
徴 に 係 る 液 滴 噴 射 装 置 を 用 い て 、 塗 布 対 象 物 に 向 け て 液 滴 を 噴 射 す る こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 装 置 の 大 型 化 を 抑 え つ つ 、 液 滴 の 噴 射 不 良 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 液 滴 噴 射 装 置 １ は 、 液 滴 を 塗 布 対 象 物
で あ る 基 板 ２ に 噴 射 し て 塗 布 す る イ ン ク 塗 布 ボ ッ ク ス ３ と 、 そ の イ ン ク 塗 布 ボ ッ ク ス ３ に
イ ン ク を 与 え る イ ン ク 供 給 ボ ッ ク ス ４ と を 備 え て い る 。 こ れ ら の イ ン ク 塗 布 ボ ッ ク ス ３ と
イ ン ク 供 給 ボ ッ ク ス ４ と は 、 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 共 に 架 台 ５ の 上 面 に 固 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン ク 塗 布 ボ ッ ク ス ３ の 内 部 に は 、 基 板 ２ を 保 持 し て こ の 基 板 ２ を Ｘ 軸 方 向 及 び Ｙ 軸 方
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向 に 移 動 さ せ る 基 板 移 動 機 構 ６ と 、 液 体 で あ る イ ン ク を 液 滴 と し て 基 板 ２ に 向 け て 噴 射 す
る 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を 有 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ と 、 そ の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ
ッ ド ユ ニ ッ ト ８ を Ｘ 軸 方 向 に 移 動 さ せ る ユ ニ ッ ト 移 動 機 構 ９ と 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ
ニ ッ ト ８ の 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を 清 掃 す る ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト １ ０ と 、 イ ン ク を 収
容 す る イ ン ク バ ッ フ ァ タ ン ク １ １ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 基 板 移 動 機 構 ６ は 、 Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ２ 、 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ 、 Ｘ 軸 方 向 移 動
テ ー ブ ル １ ４ 及 び 基 板 保 持 テ ー ブ ル １ ５ が 積 層 さ れ て い る 。 こ れ ら の Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １
２ 、 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ 、 Ｘ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ４ 及 び 基 板 保 持 テ ー ブ ル １ ５ は
平 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ２ は 架 台 ５ の 上 面 に 固 定 さ れ て い る 。 Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ２ の 上 面
に は 、 複 数 の ガ イ ド 溝 １ ２ ａ が Ｙ 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ は 、 各 ガ イ ド 溝 １ ２ ａ に そ れ ぞ れ 係 合 す る 複 数 の 突 起 部 （ 図
示 せ ず ） を 下 面 に 有 し て お り 、 Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ２ の 上 面 に Ｙ 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け
ら れ て い る 。 ま た 、 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ の 上 面 に は 、 複 数 の ガ イ ド 溝 １ ３ ａ が Ｘ 軸
方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 こ の Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ は 、 送 り ネ ジ と 駆 動 モ ー タ
と を 用 い た 送 り 機 構 （ 図 示 せ ず ） に よ り 各 ガ イ ド 溝 １ ３ ａ に 沿 っ て Ｙ 軸 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｘ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ４ は 、 各 ガ イ ド 溝 １ ３ ａ に 係 合 す る 突 起 部 （ 図 示 せ ず ） を 下 面
に 有 し て お り 、 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ の 上 面 に Ｘ 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ て い る
。 こ の Ｘ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ４ は 、 送 り ネ ジ と 駆 動 モ ー タ と を 用 い た 送 り 機 構 （ 図 示 せ
ず ） に よ り 各 ガ イ ド 溝 １ ３ ａ に 沿 っ て Ｘ 軸 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 基 板 保 持 テ ー ブ ル １ ５ は 、 Ｘ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ４ の 上 面 に 固 定 さ れ て 設 け ら れ て い
る 。 こ の 基 板 保 持 テ ー ブ ル １ ５ は 、 基 板 ２ を 吸 着 す る 吸 着 機 構 （ 図 示 せ ず ） を 備 え て お り
、 そ の 吸 着 機 構 に よ り 上 面 に 基 板 ２ を 固 定 し て 保 持 す る 。 吸 着 機 構 と し て は 、 例 え ば エ ア
ー 吸 着 機 構 等 を 用 い る 。 な お 、 基 板 ２ の 保 持 手 段 と し て は 、 吸 着 機 構 に か え て 、 基 板 を 把
持 す る 把 持 機 構 を 設 け る よ う に し て も よ い 。 把 持 機 構 と し て は 、 例 え ば コ の 字 型 の 挟 み 金
具 等 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ユ ニ ッ ト 移 動 機 構 ９ は 、 架 台 ５ の 上 面 に 立 設 さ れ た 一 対 の 支 柱 １ ６ と 、 そ れ ら の 支 柱 １
６ の 上 端 部 間 に 連 結 さ れ て Ｘ 軸 方 向 に 延 出 す る Ｘ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ７ と 、 そ の Ｘ 軸 方 向 ガ
イ ド 板 １ ７ に Ｘ 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ を 支 持 す る
ベ ー ス 板 １ ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 対 の 支 柱 １ ６ は 、 Ｘ 軸 方 向 に お い て Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ２ を 挟 む よ う に 設 け ら れ て い
る 。 ま た 、 Ｘ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ７ の 前 面 に は 、 ガ イ ド 溝 １ ７ ａ が Ｘ 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ベ ー ス 板 １ ８ は 、 ガ イ ド 溝 １ ７ ａ に 係 合 す る 突 起 部 （ 図 示 せ ず ） を 背 面 に 有 し て お り 、
Ｘ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ７ に Ｘ 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 こ の ベ ー ス 板 １ ８ は 、 送
り ネ ジ と 駆 動 モ ー タ と を 用 い た 送 り 機 構 （ 図 示 せ ず ） に よ り ガ イ ド 溝 １ ７ ａ に 沿 っ て Ｘ 軸
方 向 に 移 動 す る 。 こ の よ う な ベ ー ス 板 １ ８ の 前 面 に は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８
が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ と 、 そ の 液
滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を 移 動 可 能 に 支 持 す る 支 持 機 構 １ ９ と 、 基 板 ２ 上 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を
撮 像 す る 撮 像 部 ２ ０ と を 具 備 し て い る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-244973 A 2007.9.27



【 ０ ０ ２ ５ 】
　 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ の 先 端 に 着 脱 可 能 に 設 け ら れ て
い る 。 こ の 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ は 、 液 滴 が 吐 出 さ れ る 複 数 の ノ ズ ル ７ ａ が 形 成 さ れ た ノ ズ ル
面 ７ ｂ を 有 し て い る 。 ノ ズ ル 面 ７ ｂ は ノ ズ ル プ レ ー ト ７ ｃ の 外 面 で あ る 。 各 ノ ズ ル ７ ａ は
、 ノ ズ ル 面 ７ ｂ に 所 定 ピ ッ チ で 一 直 線 上 に 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 例 え ば 、 ノ ズ ル ７ ａ
の 直 径 は 数 μ ｍ か ら 数 十 μ ｍ 程 度 で あ り 、 ノ ズ ル ７ ａ の ピ ッ チ 間 隔 は 数 十 μ ｍ か ら 数 百 μ
ｍ 程 度 で あ る 。 な お 、 ノ ズ ル 面 ７ ｂ 上 に は 、 イ ン ク の 付 着 等 を 防 止 す る た め の 撥 液 膜 （ 図
示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ は 、 各 ノ ズ ル ７ ａ か ら 液 滴 （ イ ン ク 滴
） を 基 板 ２ に 向 け て 噴 射 し 、 基 板 ２ の 表 面 に 、 例 え ば カ ラ ー フ ィ ル タ の パ タ ー ン 等 を 塗 布
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 支 持 機 構 １ ９ は 、 基 板 ２ 面 に 対 し て 垂 直 方 向 、 す な わ ち Ｚ 軸 方 向 に 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を
移 動 さ せ る Ｚ 軸 方 向 移 動 機 構 １ ９ ａ と 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を Ｙ 軸 方 向 に 移 動 さ せ る Ｙ 軸 方
向 移 動 機 構 １ ９ ｂ と 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を θ 方 向 に 回 転 さ せ る θ 方 向 回 転 機 構 １ ９ ｃ と に
よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ は 、 Ｚ 軸 方 向 及 び Ｙ 軸 方 向 に 移 動 可
能 で あ り 、 θ 軸 方 向 に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 撮 像 部 ２ ０ は 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に 固 定 し て 設 け ら れ て い る 。 こ の 撮 像 部 ２ ０ は 、 液 滴
噴 射 ヘ ッ ド ７ と 共 に 移 動 し 、 基 板 ２ 上 に 設 け ら れ た 複 数 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を そ れ ぞ れ
対 向 す る 位 置 か ら 撮 像 す る 。 撮 像 部 ２ ０ と し て は 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge Coupled Devic
e） カ メ ラ 等 を 用 い る 。 こ の 撮 像 部 ２ ０ に よ り 撮 像 さ れ た 各 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク に 基 づ い
て 、 基 板 保 持 テ ー ブ ル １ ５ 上 の 基 板 ２ の 位 置 補 正 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に
よ り 噴 射 さ れ た 液 滴 を そ の ノ ズ ル 面 ７ ｂ に 対 向 す る 対 向 位 置 か ら 吸 引 す る 吸 引 部 ２ １ と 、
そ の 吸 引 部 ２ １ を 支 持 し て 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ と 共 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 支 持 し た 吸 引 部
２ １ を 対 向 位 置 と そ の 対 向 位 置 か ら 離 脱 し た 離 脱 位 置 で あ る 非 対 向 位 置 と に 移 動 さ せ る 支
持 移 動 部 ２ ２ と 、 吸 引 部 ２ １ 内 を 排 気 し て 吸 引 部 ２ １ に 吸 引 力 を 与 え る 排 気 部 ２ ３ と を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 吸 引 部 ２ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 箱 型 形 状 に 形 成 さ れ た 吸 引 ヘ ッ ド で あ り 、 液
滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に よ り 噴 射 さ れ た 液 滴 を 吸 引 す る た め の 開 口 部 ２ １ ａ を 有 し て い る 。 こ の
吸 引 部 ２ １ 内 に は 、 吸 引 さ れ た 液 滴 が 通 過 す る 複 数 の 貫 通 孔 （ オ リ フ ィ ス ） ２ ４ ａ が 形 成
さ れ た 板 材 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 吸 引 部 ２ １ は 、 支 持 移 動 部 ２ ２ に よ り 対 向 位 置 と
非 対 向 位 置 と に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ と 共 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 板 材 ２ ４ は 、 開 口 部 ２ １ ａ を 塞 ぐ よ う に 吸 引 部 ２ １ 内 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 板 材 ２ ４
の 外 面 ２ ４ ｂ が 、 吸 引 部 ２ １ が 対 向 位 置 に 位 置 し た 場 合 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の ノ ズ ル 面 ７
ｂ に 対 向 す る 対 向 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 貫 通 孔 ２ ４ ａ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 開 口 部 ２ １ ａ に よ り 露 出 す る 板 材 ２ ４ の 外 面 ２
４ ｂ に 、 所 定 ピ ッ チ で 一 直 線 上 に 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 貫 通 孔 ２ ４ ａ は 、 例 え ば 円 形
状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 例 え ば 、 貫 通 孔 ２ ４ ａ の 直 径 Ａ は １ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、
貫 通 孔 ２ ４ ａ の ピ ッ チ 間 隔 Ｂ は ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 こ の よ う に 複 数 の 貫 通 孔 ２ ４ ａ を 吸 引
部 ２ １ の 対 向 面 で あ る 外 面 ２ ４ ｂ に 設 け る こ と に よ り 、 吸 引 部 ２ １ の 吸 引 速 度 の ム ラ が 減
少 し 、 さ ら に 、 そ の 吸 引 力 が 変 動 し 難 く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 支 持 移 動 部 ２ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 板 １ ８ に 固 定 さ れ た 第 １ 支 持 ア ー ム ２ ２
ａ と 、 そ の 第 １ 支 持 ア ー ム ２ ２ ａ に Ｙ 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 吸 引 部 ２ １ を 支 持 す る
第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ と 、 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ を Ｙ 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 移 動 機 構 （ 図 示
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せ ず ） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ 支 持 ア ー ム ２ ２ ａ は 、 ベ ー ス 板 １ ８ に 固 定 さ れ て 設 け ら れ て お り 、 第 ２ 支 持 ア ー ム
２ ２ ｂ を Ｙ 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 し て い る 。 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ は 、 移 動 機 構 に よ り
Ｙ 軸 方 向 に 移 動 し 、 吸 引 部 ２ １ を 対 向 位 置 と 非 対 向 位 置 と に 位 置 付 け る 。 移 動 機 構 は 、 例
え ば 、 送 り ネ ジ と 駆 動 モ ー タ と を 用 い た 送 り 機 構 等 で あ る 。 こ の よ う な 支 持 移 動 部 ２ ２ に
よ り 、 吸 引 部 ２ １ は 対 向 位 置 と 非 対 向 位 置 と に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 排 気 部 ２ ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 吸 引 部 ２ １ の 側 面 に 接 続 さ れ た 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ と
、 そ の 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ 中 に 設 け ら れ た 廃 液 タ ン ク ２ ３ ｂ と 、 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ を 介 し て
吸 引 部 ２ １ 内 の 気 体 を 吸 引 す る 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ と を 備 え て い る 。 こ の 排 気 部 ２ ３ は 、 板
材 ２ ４ の 下 方 か ら 吸 引 部 ２ １ 内 を 排 気 し 、 吸 引 部 ２ １ に 吸 引 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ は 、 吸 引 部 ２ １ の 底 面 に 近 い 側 面 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 排 気 パ イ プ
２ ３ ａ は 、 廃 液 タ ン ク ２ ３ ｂ を 介 し て 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ に 連 通 し て い る 。 廃 液 タ ン ク ２ ３
ｂ は 、 架 台 ５ 内 に 設 け ら れ て お り 、 吸 引 部 ２ １ に よ り 吸 引 さ れ た 液 滴 を 廃 液 と し て 収 容 す
る タ ン ク で あ る 。 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ は 、 架 台 ５ 内 に 設 け ら れ て お り 、 吸 引 部 ２ １ 内 に 廃 液
タ ン ク ２ ３ ｂ を 介 し て 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 こ の 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ は
、 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ を 介 し て 吸 引 部 ２ １ 内 の 気 体 を 吸 引 し て 排 気 す る 。 こ れ に よ り 、 吸 引
部 ２ １ 内 が 排 気 さ れ 、 吸 引 力 が 吸 引 部 ２ １ に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う な ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 基 板 ２ の 搬 送 待 機 中 や 基 板 ２ 上 の ア ラ
イ メ ン ト マ ー ク の 撮 影 動 作 中 等 の 非 液 滴 噴 射 動 作 中 に 、 支 持 移 動 部 ２ ２ の 第 ２ 支 持 ア ー ム
２ ２ ｂ を 移 動 さ せ 、 そ の 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ 上 の 吸 引 部 ２ １ を 対 向 位 置 に 位 置 付 け る 。
そ の 後 、 ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 排 気 部 ２ ３ の 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ を 駆 動 し 、
液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に よ り 噴 射 さ れ た 液 滴 を 吸 引 部 ２ １ に よ り 吸 引 す る 。 ま た 、 ヘ ッ ド メ ン
テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 吸 引 部 ２ １ が 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の 液 滴 噴 射 動 作 を 妨 げ な い よ う
に 、 液 滴 噴 射 動 作 前 に 、 支 持 移 動 部 ２ ２ の 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ を 移 動 さ せ 、 そ の 第 ２ 支
持 ア ー ム ２ ２ ｂ 上 の 吸 引 部 ２ １ を 非 対 向 位 置 、 す な わ ち 吸 引 部 ２ １ の 待 機 位 置 に 位 置 付 け
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 イ ン ク バ ッ フ ァ タ ン ク １ １ は 、 そ の 内 部 に 貯 留 し た イ ン ク の 液 面 と
液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の ノ ズ ル 面 ７ ｂ と の 水 頭 差 （ 水 頭 圧 ） を 利 用 し 、 ノ ズ ル 先 端 の イ ン ク の
液 面 （ メ ニ ス カ ス ） を 調 整 す る 。 こ れ に よ り 、 イ ン ク の 漏 れ 出 し や 噴 射 不 良 が 防 止 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 イ ン ク 供 給 ボ ッ ク ス ４ の 内 部 に は 、 イ ン ク を 収 容 す る イ ン ク タ ン ク ２ ５ が 着 脱 可 能 に 取
付 け ら れ て い る 。 イ ン ク タ ン ク ２ ５ は 、 供 給 パ イ プ ２ ６ に よ り イ ン ク バ ッ フ ァ タ ン ク １ １
を 介 し て 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ は 、 イ ン ク タ
ン ク ２ ５ か ら イ ン ク バ ッ フ ァ タ ン ク １ １ を 介 し て イ ン ク の 供 給 を 受 け る 。 イ ン ク と し て は
、 水 性 イ ン ク 、 油 性 イ ン ク 及 び 紫 外 線 硬 化 イ ン ク 等 の 各 種 の イ ン ク を 用 い る 。 例 え ば 、 油
性 イ ン ク は 、 顔 料 、 溶 剤 （ イ ン ク 溶 剤 ） 、 分 散 剤 、 添 加 剤 及 び 界 面 活 性 剤 等 の 各 種 の 成 分
に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 額 縁 を 形 成 す る 場 合 に は 、 黒 イ ン ク が
用 い ら れ る 。 こ の 額 縁 と は 、 光 が 透 過 す る 透 過 領 域 （ Ｒ Ｇ Ｂ 領 域 ） の 周 囲 に 設 け ら れ た 遮
光 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 架 台 ５ の 内 部 に は 、 液 滴 噴 射 装 置 １ の 各 部 を 制 御 す る た め の 制 御 部 ２ ７ 及 び 各 種 の プ ロ
グ ラ ム を 記 憶 す る 記 憶 部 （ 図 示 せ ず ） 等 が 設 け ら れ て い る 。 制 御 部 ２ ７ は 、 各 種 の プ ロ グ
ラ ム に 基 づ い て 、 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ の 移 動 制 御 、 Ｘ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ４ の 移
動 制 御 、 ベ ー ス 板 １ ８ の 移 動 制 御 、 Ｚ 軸 方 向 移 動 機 構 １ ９ ａ の 駆 動 制 御 、 Ｙ 軸 方 向 移 動 機
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構 １ ９ ｂ の 駆 動 制 御 及 び θ 方 向 回 転 機 構 １ ９ ｃ の 駆 動 制 御 等 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 基 板 保
持 テ ー ブ ル １ ５ 上 の 基 板 ２ と 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ の 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ と の
相 対 位 置 を 色 々 と 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 制 御 部 ２ ７ は 、 各 種 の プ ロ グ ラ ム に
基 づ い て 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ の 撮 像 部 ２ ０ の 駆 動 制 御 、 支 持 移 動 部 ２ ２ の
第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ の 移 動 制 御 及 び 排 気 部 ２ ３ の 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ の 駆 動 制 御 等 を 行 う
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 液 滴 噴 射 装 置 １ の 液 滴 噴 射 処 理 及 び 清 掃 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 液 滴
噴 射 装 置 １ の 制 御 部 ２ ７ は 各 種 の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 液 滴 噴 射 処 理 及 び 清 掃 処 理 を 実 行
す る 。 な お 、 清 掃 処 理 は 、 基 板 ２ の 搬 送 待 機 中 や 基 板 ２ 上 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク の 撮 影 動
作 中 等 の 非 液 滴 噴 射 動 作 中 に 定 期 的 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 液 滴 噴 射 処 理 で は 、 ま ず 、 制 御 部 ２ ７ は 、 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ 及 び Ｘ 軸 方 向 移 動
テ ー ブ ル １ ４ を 駆 動 制 御 し 、 加 え て 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ の 撮 像 部 ２ ０ の 駆
動 制 御 し 、 基 板 ２ 上 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 撮 像 し 、 基 板 保 持 テ ー ブ ル １ ５ 上 の 基 板 ２ の
位 置 調 整 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 ２ ７ は 、 イ ン ク 塗 布 ボ ッ ク ス ３ の 各 部 を 駆 動 制 御 し 、 基 板 保 持 テ ー ブ ル
１ ５ 上 の 基 板 ２ に 対 す る 液 滴 の 塗 布 を 行 う 液 滴 塗 布 動 作 を 行 う 。 詳 し く は 、 制 御 部 ２ ７ は
、 Ｙ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ３ 及 び Ｘ 軸 方 向 移 動 テ ー ブ ル １ ４ を 駆 動 制 御 し 、 加 え て 、 イ ン
ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ の 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を 駆 動 制 御 し 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に よ り
塗 布 対 象 物 で あ る 基 板 ２ に 向 か っ て 液 滴 を 噴 射 す る 液 滴 噴 射 動 作 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 液
滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ は 、 イ ン ク を 液 滴 と し て 各 ノ ズ ル ７ ａ か ら そ れ ぞ れ 吐 出 し 、 移 動 す る 基 板
２ に そ れ ら の 液 滴 を 着 弾 さ せ 、 所 定 の パ タ ー ン の ド ッ ト 列 を 順 次 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 清 掃 処 理 で は 、 制 御 部 ２ ７ は 、 ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト １ ０ を 駆 動 制 御 し 、 支 持 移
動 部 ２ ２ の 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ を 移 動 さ せ 、 そ の 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ 上 の 吸 引 部 ２ １
を 対 向 位 置 に 位 置 付 け 、 排 気 部 ２ ３ の 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ を 駆 動 す る 。 こ れ に よ り 、 吸 引 力
が 吸 引 部 ２ １ に 付 与 さ れ 、 吸 引 部 ２ １ は 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の ノ ズ ル 面 ７ ｂ の 周 囲 の 気 体 を
吸 引 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 ２ ７ は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト ８ の 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を 駆 動 制
御 し 、 イ ン ク を 液 滴 と し て 噴 射 す る 空 噴 射 動 作 （ 捨 て 打 ち 動 作 ） を 行 う 。 こ の と き 、 液 滴
噴 射 ヘ ッ ド ７ は 、 各 ノ ズ ル ７ ａ か ら 液 滴 を 複 数 回 連 続 的 に そ れ ぞ れ 噴 射 す る 。 噴 射 さ れ た
液 滴 は 、 吸 引 部 ２ １ に よ り 吸 引 さ れ 、 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ を 介 し て 廃 液 タ ン ク ２ ３ ｂ 内 に 収
容 さ れ る 。 こ の よ う な メ ン テ ナ ン ス 動 作 後 、 制 御 部 ２ ７ は 、 ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト
１ ０ を 駆 動 制 御 し 、 吸 引 部 ２ １ が 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の 液 滴 噴 射 動 作 を 妨 げ な い よ う に 、 支
持 移 動 部 ２ ２ の 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ を 移 動 さ せ 、 そ の 第 ２ 支 持 ア ー ム ２ ２ ｂ 上 の 吸 引 部
２ １ を 非 対 向 位 置 、 す な わ ち 吸 引 部 ２ １ の 待 機 位 置 に 位 置 付 け る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に よ り 噴 射 さ れ
た 液 滴 を 対 向 位 置 か ら 吸 引 す る 吸 引 部 ２ １ と 、 そ の 吸 引 部 ２ １ を 支 持 し て 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド
７ と 共 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 支 持 し た 吸 引 部 ２ １ を 対 向 位 置 と 非 対 向 位 置 と に 移 動 さ せ
る 支 持 移 動 部 ２ ２ と 、 吸 引 部 ２ １ 内 を 排 気 し て 吸 引 部 ２ １ に 吸 引 力 を 与 え る 排 気 部 ２ ３ と
を 設 け る こ と に よ っ て 、 吸 引 部 ２ １ が 支 持 移 動 部 ２ ２ に よ り 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ と 共 に 移 動
し 、 さ ら に 、 対 向 位 置 及 び 非 対 向 位 置 に 自 在 に 移 動 す る の で 、 例 え ば 、 Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板
１ ２ の 隣 に 吸 引 部 ２ １ を 設 け 、 そ の 吸 引 部 ２ １ に 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を 対 向 さ せ る た め に Ｘ
軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ７ を 延 出 さ せ る 必 要 が な く な る 。 こ れ に よ り 、 液 滴 噴 射 装 置 １ の 大 型 化
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 さ ら に 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の 空 噴 射 動 作 に よ り 、 液 滴 が 各 ノ ズ ル ７ ａ か ら 噴 射 さ れ る の
で 、 ノ ズ ル ７ ａ 先 端 部 の イ ン ク の 凝 固 が 防 が れ 、 ノ ズ ル ７ ａ の 目 詰 ま り の 発 生 が 防 止 さ れ
る 。 加 え て 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に よ り 噴 射 さ れ た 液 滴 は 、 吸 引 部 ２ １ に よ り 対 向 位 置 か ら
吸 引 さ れ る の で 、 噴 射 に よ り 飛 散 し た 液 滴 が 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の ノ ズ ル 面 ７ ｂ に 付 着 す る
こ と が 抑 え ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 ノ ズ ル ７ ａ の 目 詰 ま り の 発 生 が 防 止 さ れ 、 さ ら に 、
ノ ズ ル 面 ７ ｂ に 対 す る 飛 散 液 滴 の 付 着 が 抑 え ら れ る の で 、 液 滴 の 不 吐 出 や 飛 行 曲 が り 等 の
液 滴 の 噴 射 不 良 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 吸 引 部 ２ １ が 支 持 移 動 部 ２ ２ に よ り 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ と 共 に 移 動 す る こ と か ら 、
基 板 ２ 上 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク の 撮 影 動 作 中 に も 、 メ ン テ ナ ン ス 動 作 を 行 う こ と が 可 能 に
な る の で 、 液 滴 塗 布 動 作 後 か ら 次 の 液 滴 塗 布 動 作 ま で の 待 機 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る
。 加 え て 、 吸 引 部 ２ １ が 支 持 移 動 部 ２ ２ に よ り 対 向 位 置 に 短 時 間 で 移 動 す る こ と が 可 能 に
な る の で 、 Ｙ 軸 方 向 ガ イ ド 板 １ ２ の 隣 に 吸 引 部 ２ １ を 設 け た 場 合 に 比 べ 、 吸 引 部 ２ １ を 液
滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ に 対 向 さ せ る た め の 移 動 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 吸 引 部 ２ １ は 、 対 向 位 置 で ノ ズ ル 面 ７ ｂ に 対 向 す る 面 で あ っ て 、 複 数 の 貫 通 孔 ２
４ ａ が 形 成 さ れ た 対 向 面 で あ る 外 面 ２ ４ ｂ を 有 し て い る こ と か ら 、 吸 引 部 ２ １ の 吸 引 速 度
が 均 一 と な り 、 吸 引 に よ る 流 速 も 一 定 に な る の で 、 飛 散 し た 液 滴 を 確 実 に 吸 引 す る こ と が
で き 、 さ ら に 、 各 ノ ズ ル ７ ａ の 先 端 部 の イ ン ク が 局 所 的 に 短 時 間 で 乾 燥 し て し ま う こ と を
防 止 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 吸 引 部 ２ １ と 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ の ノ ズ ル 面 ７ ｂ と の ギ ャ
ッ プ （ 離 反 距 離 ） が 多 少 変 動 し て も 、 吸 引 部 ２ １ の 吸 引 力 を 変 動 し 難 く す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 前 述 の 液 滴 噴 射 装 置 １ を 用 い て 、 塗 布 対 象 物 で あ る 基 板 ２ に 向 け て 液 滴 を 噴 射 す
る こ と に よ っ て 、 例 え ば カ ラ ー フ ィ ル タ や ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ カ ラ ー フ ィ ル タ の 額 縁 ）
等 の 塗 布 体 が 製 造 さ れ る の で 、 塗 布 体 の 製 造 不 良 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き 、 さ ら に 、
信 頼 性 が 高 い 塗 布 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 他 の 実 施 の 形 態 ）
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 述 の 実 施 の 形 態 に 限 る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に
お い て 種 々 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 例 え ば 、 前 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を １ つ だ け 設 け て い る が 、 こ
れ に 限 る も の で は な く 、 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド ７ を 複 数 台 設 け る よ う に し て も よ く 、 そ の 数 は 限
定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 吸 引 部 ２ １ の 底 面 側 の 側 面 に 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ を
接 続 し て い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 吸 引 部 ２ １ の 底 面 に 接 続 す る よ う に
し て も よ い 。 さ ら に 、 吸 引 部 ２ １ に １ 本 の 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ を 接 続 し 、 そ の 排 気 パ イ プ ２
３ ａ を 介 し て 吸 引 ポ ン プ ２ ３ ｃ に よ り 吸 引 部 ２ １ 内 を 排 気 し て い る が 、 こ れ に 限 る も の で
は な く 、 例 え ば 、 吸 引 部 ２ １ に ２ 本 の 排 気 パ イ プ ２ ３ ａ を 接 続 し 、 そ れ ら の 排 気 パ イ プ ２
３ ａ を 介 し て 吸 引 部 ２ １ に よ り 吸 引 部 ２ １ 内 を 排 気 す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 液 滴 噴 射 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 液 滴 噴 射 装 置 が 備 え る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト 及 び ヘ ッ ド メ ン
テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト の 概 略 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト の 概 略 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス ユ ニ ッ ト が 備 え る 吸 引 部 を 示 す 平 面 図 で
あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ … 液 滴 噴 射 装 置 、 ２ … 塗 布 対 象 物 （ 基 板 ） 、 ７ … 液 滴 噴 射 ヘ ッ ド 、 ７ ａ … ノ ズ ル 、 ７
ｂ … ノ ズ ル 面 、 ２ １ … 吸 引 部 、 ２ ２ … 支 持 移 動 部 、 ２ ３ … 排 気 部 、 ２ ４ … 板 材 、 ２ ４ ａ …
貫 通 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(10) JP 2007-244973 A 2007.9.27



フロントページの続き

(74)代理人  100098327
            弁理士　高松　俊雄
(72)発明者  木名瀬　淳
            神奈川県横浜市磯子区新磯子町３３番地　株式会社東芝生産技術センター内
(72)発明者  小泉　洋
            神奈川県横浜市磯子区新磯子町３３番地　株式会社東芝生産技術センター内
Ｆターム(参考) 4D075 AC07  AC84 
　　　　 　　  4F041 BA13  BA60 
　　　　 　　  4F042 AA06  BA06  CC03  CC08  DH10 

(11) JP 2007-244973 A 2007.9.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

